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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月1日(2014.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成形性材料を成形するための型ツールであって、
　複数のツールボディセクションを含むツールボディにして、前記ツールボディセクショ
ンの少なくとも２つが、その長手方向に沿って樹脂材料製のアウタースキンで包囲された
インナーポリマーフォームコアを含み、且つ、その一方を他方の上部に重ねて積層したツ
ールボディと、
　該ツールボディを覆って伸延する型スキンにして、前記成形性材料をその上で成形し得
る型表面を提供する型スキンと、
　を含む型ツール。
【請求項２】
　前記ツールボディセクションが相互に直接接触する請求項１に記載の型ツール。
【請求項３】
　一連のツールボディセクションが横並び形態下に伸延してツールボディセクションの層
を形成する請求項１または２に記載の型ツール。
【請求項４】
　ツールボディが、積層形態のツールボディセクションからなる複数の層を含む請求項３
に記載の型ツール。
【請求項５】
　樹脂材料が、ファイバー補強材を含むファイバー補強された樹脂材料である請求項１～
４の何れかに記載の型ツール。
【請求項６】
　樹脂材料が硬化性を有する請求項１～５の何れかに記載の型ツール。
【請求項７】
　ファイバー補強材が、ツールボディセクションにおける特定方向の強度を比較的高める
方向性を有する請求項５または６に記載の型ツール。
【請求項８】
　ファイバー補強された樹脂材料の熱膨張係数が８ｐｐｍ未満である請求項５～７の何れ
かに記載の型ツール。
【請求項９】
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　インナーポリマーフォームコアの密度が２５０ｋｇ／ｍ3未満である請求項１～８の何
れかに記載の型ツール。
【請求項１０】
　インナーポリマーフォームコアの熱膨張係数が２０及び８０ｐｐｍの間である請求項１
～９の何れかに記載の型ツール。
【請求項１１】
　ツールボディセクションの少なくとも幾つかが細長く、且つ、ツールボディセクション
のアウタースキン内のファイバー補強材が、該ツールボディセクションの長手方向に少な
くとも全体に沿って伸延する請求項１～１０の何れかに記載の型ツール。
【請求項１２】
　型スキンが、ツールボディ内のツールボディセクションまたはその大半におけるアウタ
ースキンのそれと同一または類似の熱膨張係数を有する請求項１～１１の何れかに記載の
型ツール。
【請求項１３】
　複数のツールボディセクションを含むツールボディであって、前記ツールボディセクシ
ョンの少なくとも２つが、その長手方向に沿って樹脂材料製のアウタースキンで包囲され
たインナーポリマーフォームコアを含み、且つその一方を他方の上部に重ねて積層したツ
ールボディ。
【請求項１４】
　ツールボディの製造方法であって、少なくとも２つのツールボディセクションを一方を
他方に重ねて積層するステップを含み、各前記ツールボディセクションが、その長手方向
に沿って樹脂材料製のアウタースキンで包囲されたインナーポリマーフォームコアを含む
方法。
【請求項１５】
　物品の成形方法であって、請求項１～１２の何れかに記載の如き型ツールの型表面上に
成形性の材料を配置するステップと、該材料に成形条件を受けさせるステップと、を含む
方法。
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